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令和４年度 事業報告 

玉 野 総 合 医 療 専 門 学 校 

 

校是「学・術・道」の精神に則り、豊富な専門知識

と確かな技術の修得および高い倫理観をもつ豊かな

人間性を養い、社会構造・医療構造の変化に対応で

きる保健医療のスペシャリストを育成します。  

 

本校は、「21 世紀の保健医療のスペシャリストを養成する」ことを目標として、6 つ

のビジョンを掲げ、そのビジョンの実現に向けて策定した中期計画に基づき令和４年度

事業計画を推し進めてまいりました。 

 

・医療関連社会で活躍でき得る人材を育成する。 

保健看護学科では、令和４年度生より改正カリキュラムが実施され、各科目における

専門性の高い教員を配置し、教育・成績評価を行いました。理学療法学科・作業療法学科においては、カリ

キュラム内容に加えてそれぞれ NSCA 認定資格の科目、保育士に関する科目や試験対策講座を実施しまし

た。国家試験合格率は、看護師・理学療法士・作業療法士ともに 100％を達成しました。 

・学生ひとりひとりの成長を支え、成果を具体化する。 

スマートフォンを活用した授業アンケートを実施し、学生自身の授業への取り組み状況や理解度を把握し

ました。また修学状況などを保護者と共有するため、各学科・学年において個別懇談会を実施しました。退

学者については原因等を検証し、次年度からの改善につなげることとしました。令和５年度から GPA を活用

するための教学システムを改修しました。 

・IOT・ICT を活用する教育・医療分野の環境整備・人材育成を目指す。 

電子媒体による教材利用に対応するために機器の交換と接続環境を拡大し、電子カルテシステムや国家試

験対策 e ラーニングシステムを活用して教育を行いました。また医療現場で導入されている ICT の事例を学

ぶため、担当者間で当該 ICT に係る機器の試験的利用を開始しました。 

・研究マインドの保持と医療現場の実情を基にした教育能力を発展させる。 

各学科における研究成果として「玉野総合医療専門学校紀要第 17 巻」の発刊を行い、前年度に続きオン

ラインによる閲覧を可能にしました。 

・地域社会と共に行動し、互いの発展に寄与する。 

今年度も新型コロナウイルス感染症の観点から地域のイベントは中止となりましたが、生涯学習センター

にて人数制限のもと介護予防に関する公開講座を開催しました。 

・全体の統一方針を確立し、学科間の相互理解を進展させ、納得できる学校運営を目指す。 

運営に関する検討事項を充分に議論するため、各種会議を定例化し全学的に協議を行いました。高校生を

ターゲットにした広報展開としては、Instagram・LINE 等 SNS を活用した情報発信を行ない、昨年度以上に

閲覧数も登録者数も増加しました。燃料費高騰による光熱水費上昇については契約の見直し、節電・省エ

ネ・脱炭素化等の対策を含めて、次年度に向けての課題とします。 

玉野総合医療専門学校 校長 北山 順崇 
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Ⅰ．教育について 

１．充実したカリキュラム整備に関する中期目標 

４年制課程のメリットを活かし、国家資格取得に必要な教育のみならず、将来現場で必要となる関連分野のスタッフの

知識・技術を学び、医療関連分野で幅広く活躍可能な人材の育成を行う。また、ＩＣＴを活用した医療社会への変化に対

応するための教育を実施する。 

中期計画 令和４年度 事業計画 令和４年度 事業報告 評価 

①（保健看護学科） 

看護師・保健師２つ

の国家資格の取得を

目指し、指定カリキ

ュラムを中心とした

教育内容を多くの実

務家教員にて実施す

る。 

各学科において国家試験全員合格を目指

すため、法令に基づいたカリキュラムの

配置に加え、専門科目の理解を深めるた

め多くの実務家教員の配置を行う。 

（保健看護学科）令和４年度生から適用

される養成施設カリキュラム改正に伴う

新たな教育内容が適正に実施され、教育

内容が理解されているか検証する。 

令和４年度生より「保健師助産師看護師

学校養成所指定規則」による改正カリキ

ュラムが実施された。各科目における専

門性の高い教員を配置し教育・成績評価

を行った。また、令和４年度卒業生の国

家試験合格率については、看護師 100%、

保健師 92.6%であった。 

Ａ 

（理学療法学科） 

理学療法士の国家資

格取得に加え、スポ

ーツ分野に特化した

トレーナー養成科目

を配置し、幅広い活

躍が行える人材を養

成する。 

（理学療法学科）スポーツトレーナーに

関する資格を目指す学生に対する教育を

充実させる。 

理学療法士養成施設のカリキュラム内容

に加え、選択科目としてトレーナーに関

するＮＳＣＡ認定資格の科目を実施し

た。また、令和４年度卒業生の国家試験

合格率は 100%であった。 

Ａ 

（作業療法学科） 

作業療法士の国家資

格取得に加え、保育

士国家資格の取得が

行えるよう関連科目

の対策講座を実施す

る。作業療法士の活

躍の場が広がってい

る社会に対応した教

育を実施する。 

（作業療法学科）保育士など作業療法士

の資格を活かした就職先で活用できる資

格取得をサポートする取り組みを行う。 

作業療法士養成施設のカリキュラム内容

に加え、保育士に関する科目や試験対策

講座を年間通じて実施した。また、令和

４年度卒業生の国家試験合格率は 100%

であった。 

Ａ 

②ＩＣＴを活用した

授業科目の配置と情

報機器利用環境の整

備を実施する 

医療現場で活用されているＩＣＴの事例

を調査し、授業科目に取り入れていく。 

電子カルテシステムや国家試験対策ｅラ

ーニングシステムを活用し教育を行っ

た。また、一部の教室で今後ＩＣＴ機器

の利用が行えるよう環境整備を行った。 

Ｂ 
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２．入学者選抜方法の検討に関する中期目標 

適切な入学者選抜の実施により、各学科並びに各職種において求める人物像や目的意識をしっかりと持った学生を受

け入れる。 

中期計画 令和４年度 事業計画 令和４年度 事業報告 評価 

①大学入学者選抜実

施要領を参考に本校

が求める人物像を選

抜するための入試方

法を検討・実施す

る。 

入学志願者の能力・意欲・適性等を多面

的・総合的に評価・判定するための入試

を実施する。 

入試区分ごとに設けた評価基準を一部見

直し、学科が求める人物像に沿った入学

試験を実施した。また、令和６年度入学

生に向けた学科が求める人物像について

検討を行った。 

Ａ 

②入試方法の妥当性

の検証を行うため、

入試区分による在学

生の成績追跡調査を

行う。 

入試区分による在学生の成績追跡調査を

行い、定期試験の結果から得られる情報

を基に、学生指導に活用、また次年度の

入試方法に反映させる。 

入試区分による成績や退学などを調査し

その関係性の結果を学内で共有した。ま

た、令和５年度からＧＰＡの活用が行え

るよう教学システムの改修を行った。 

Ａ 

 

３．教育の質保証に関する中期目標 

教育活動の質や学修成果の水準等を保証するため、多面的に自己点検評価を行う。 

中期計画 令和４年度 事業計画 令和４年度 事業報告 評価 

①教育活動、学修成

果などに関する自己

点検評価を定期的に

行う。 

自己点検評価報告書を作成し、改善に努

める。 

自己目標・課題を評価指標に基づき点検

した。教育活動及び学校管理運営改善の

ため、報告書の作成を行った。 

Ａ 

②授業アンケートを

定期的に行い、集計

結果の内容をフィー

ドバックさせ、改善

に努める。 

学生による授業アンケート（前期・後期）

を実施する。 

スマートフォンを活用した授業アンケー

トを実施し、学生自身の授業への取り組

み状況や理解度を集計した。また教員の

授業方法などに対する意見を集計し学科

にフィードバックさせることで改善に努

めた。 

Ａ 

③教員間による授業

観察を定期的に行

い、教授方法に関す

る考察を行う。 

校長・副校長による授業観察を実施し、

その結果を教育・指導力向上に活かす。 

各教員間による授業実施方法や内容につ

いて情報交換が行われ、授業実施方法に

ついて参考とした。 

Ｃ 
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Ⅱ．研究・創作について 

１．研究の推進に関する中期目標 

教員の研究活動を推進し教育効果を上げることに繋げるため、個人研究費の配分を行う。 

中期計画 令和４年度 事業計画 令和４年度 事業報告 評価 

①各年度において適

切な研究計画が実行

されるよう、研究計

画及び予算計画に基

づき配分を行う。 

各年度において適切な研究計画が実行さ

れるよう、研究計画及び予算計画に基づ

き配分を行う。 

各教員の専門性を考慮した個人研究費の

科目配分を行い、研究・教育を支援した。 

Ａ 

②各年度において研

究成果の発信を行う

ため、紀要の発行を

行う。 

研究成果の発信を各機関に行うため紀要

の発行を行う。 

各学科における研究･教育の成果として

「玉野総合医療専門学校紀要第 17 巻」の

発行を行い、関連団体等に配布を行った。

また、前年度に続きオンライン閲覧を可

能とすることとした。 

Ａ 

 

 

Ⅲ．学生支援について 

１．学生支援に関する中期目標 

個々の学生が抱える問題に対処するため、学生及び保護者との面談の機会を設け、充実した学生生活が送れるようサポ

ートを行う。 

中期計画 令和４年度 事業計画 令和４年度 事業報告 評価 

①学校生活や家庭で

の生活状況を情報共

有、また学生の変化

に即応できるよう最

適な時期に保護者懇

談会を実施する。 

保護者と教員が連携した学生サポートを

行うため、保護者懇談会を実施し、相互

に情報の共有が行える関係性を築く。ま

た、コロナ禍で対面による懇談が困難な

場合はオンラインなど他のツールを活用

して実施する。 

学校での修学状況などを保証人と教員が

共有するため、各学科･学年において個別

懇談会を実施した。遠方や新型コロナウ

イルスの観点から来校できない保証人に

ついてはホームページに学生生活の状況

がわかる資料を掲載するなどの取り組み

も行った。 

Ａ 

②講義内容への理解

が不十分な学生の理

解度を高めるため、

授業の前後、放課後

等を利用し、個別相

談や個別指導を行

う。 

学習意欲の低下から退学につながらない

ようにするため、学生個々の理解度を把

握し、個別指導や相談を実施する。 

学習意欲・成績の低下による退学防止に

繋げるため、学生個々の理解度を把握し、

個別指導や面談を年間を通じで実施し

た。令和４年度の退学者について検証し

令和 5 年度の改善につなげることとし

た。 

Ｂ 

③国家資格の合格率

を高めるため、通常

の授業に加え、過去

の出題傾向などを考

慮した対策講座など

の実施を行う。 

学生個々の理解度に応じた国家試験対策

を実施する。 

各学科において年数回実施する業者模試

を活用し、理解度の把握を行うことで学

生個々の対応を行った。また、教員によ

る出題傾向の分析による試験対策も行っ

た。 

Ａ 
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２．生活支援に関する中期目標 

充実した学生生活を送るため、課外活動、通学支援や各種奨学金のサポートなどの支援を行う。 

中期計画 令和４年度 事業計画 令和４年度 事業報告 評価 

①各部活の活動が十

分に行えるよう設備

支援、人的支援、金

銭的支援を行う。 

練習環境の整備や大会への出場を目指す

部活の活動を支援するため、顧問を中心

とした人的サポートや金銭面での援助を

行う。また、コロナ禍に注意し活動が行

えるよう各種支援を行う。 

県内大会を中心に各部活動が交流試合に

参加するため、放課後の時間を利用して

練習活動を行った。コロナ禍により交流

の場が減っていたが学科・学年の枠を超

え活動することができた。 

Ａ 

②多様な学生を積極

的に受け入れるた

め、スクールカウン

セラー等による相談

しやすい体制を整え

る。 

過去のカウンセリング内容を基に、さら

に希望する学生にとって相談しやすい体

制の整備を行う。 

カウンセラーの配置と相談室の設置を行

い、予約体制（週１回）にてカウンセリ

ングの実施を行い、学生の悩みなどメン

タルケアを行った。 

Ａ 

③毎年変化する在校

生の通学状況を調査

し、公共の交通機関

以外による通学者の

安全で快適な選択肢

を提供する。 

遠方から通う学生の通学に係る負担を軽

減するため、ＪＲ岡山駅、ＪＲ倉敷駅、

ＪＲ茶屋町駅から本校までの無料スクー

ルバスを運行する。また、構内駐車場の

提供により自家用車による通学希望者を

支援する。 

自宅通学者の増加によりスクールバス利

用者が増加したため、増便により通学支

援をおこなった。また、通学の利便性を

向上させるため各乗車場での発車時刻の

見直しを行った。 

Ａ 

④経済的理由により

修学の機会が損なわ

れないよう、各種奨

学金支援制度の内容

紹介を行う。 

各種奨学金の説明会を実施し、経済的理

由による退学者の減少を図る。 

日本学生支援機構の貸与･給付奨学金な

ど、経済的理由により退学が行われない

よう相談・手続きの実施を行った。 

Ａ 

 

 

Ⅳ．社会・地域連携・貢献について 

１．地域貢献・社会連携活動に関する中期目標 

地域の各種イベントに教職員・学生が参加し交流の機会を設けることで、地域の活性化を目指す。 

中期計画 令和４年度 事業計画 令和４年度 事業報告 評価 

本校教育内容と関連

性のあるイベントへ

は積極的に参加し、

地域の方々に本校の

教育内容を理解して

もらいながら交流を

深める。また、地元

の高校生等に医療に

関する学びの機会を

設ける。 

地域のイベントにおいて本校の教育内容

を生かしたブースやボランティアとして

参加し、地域の方と交流を深める。 

なお、コロナ禍により地域のイベントが

中止となった場合は計画を見直す。 

新型コロナウイルス感染症の観点から、

地域のイベントが中止となり、今年度は

実施を見送った。 

Ｄ 
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２．地域貢献を通して本校の教育内容をＰＲする中期目標 

本校の教育内容を活かし、医療に関する最新情報を提供するため公開講座を実施する。 

中期計画 令和４年度 事業計画 令和４年度 事業報告 評価 

本校の教育内容を公

開講座を通じて紹介

するため、医療に関

するテーマの公開講

座を年間約３回実施

する。 

本校教員による医療に関する内容をテー

マとした公開講座を１０月以降３回実施

する。なお、コロナ禍により地域住民と

の対面による講座実施が難しい場合は計

画を見直す。 

コロナ禍の影響により１回のみ、また人

数が制限される開催となったが、地域で

の生涯学習センターにて介護予防に関す

る公開講座を実施した。 

Ｃ 

 

 

Ⅴ．ＤＸについて 

１．情報通信技術の活用に関する中期目標 

医療や教育現場におけるＩＣＴの活用ならびに拡大が加速するため、医療分野に係るＩＣＴ教育の導入ならび教育に

必要な機器の整備を行う。 

中期計画 令和４年度 事業計画 令和４年度 事業報告  

教育の中でＩＣＴを

活用するため、教室

や実習室など学内全

ての場所においてネ

ットワークが利用出

来る通信環境整備を

行う。 

医療分野で利用されているＩＣＴを調査

し、教育の中で実施可能な機器やソフト

の導入を行っていく。 

電子媒体による教材利用に対応するた

め、実習室や講義室に設置されている古

い機器を交換、また学習環境の場所が制

限されないよう接続環境を拡大した。 

Ｂ 

オンライン診療やＩ

ＣＴ技術で必要な項

目を調査し、カリキ

ュラムの導入や講師

の検討を行う。 

医療現場で導入されているＩＣＴの事例

を学ぶため、医療機関や企業の協力を得

て講義の実施などを行う。 

医療現場で活用が検討されている機器技

術について、教育現場でもいち早く対応

するため、同様の機器を試験的に活用す

る取り組みを開始した。 

Ｂ 

 

 

Ⅵ．組織・運営について 

１．学校運営組織と基盤の確立に関する中期目標 

学校運営に関する全学的事項を定めるため、各種会議を体系的に機能させ、改善項目に迅速に対応できる組織を築く。 

中期計画 令和４年度 事業計画 令和４年度 事業報告 評価 

各種会議で検討する

事項ならびに課題を

明確にし、課題解決

に必要なプロセスを

教職員で共有するこ

とで人員配置の変更

によらない強い組織

づくりを目指す。 

学校運営方針の決定に必要な事項につい

て、各種会議において専門的な事項を審

議する。 

運営に関する検討事項を十分議論するた

め、各種会議を定例化し全学的に協議を

行った。 

Ａ 
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Ⅶ．内部質保証について 

１．自己点検評価に関する中期目標 

自己点検評価の実施により教育の質向上を実現する。 

中期計画 事業計画 令和４年度 事業報告  

自己点検評価の実施

を継続的に実施し、

その結果を改革・改

善に繋げることで質

の維持・向上を実現

する。 

自己の活動を評価するため、各教員にお

いて自己点検評価を実施する。 

教育活動・学生支援などに対する自己点

検活動を行った。また、学科・全学の改善

につなげるため点検結果を共有した。 

Ｂ 

 

 

Ⅷ．教育研究環境について 

１．教育研究環境に関する中期目標 

養成施設指定基準に基づいた教育環境維持のため、計画的に実習設備等の見直しを行う。また、自主的に学習に臨む学

生のための環境整備を行う。 

中期計画 令和４年度 事業計画 令和４年度 事業報告 評価 

購入から一定の期間

が経過している機器

について、教育上使

用に問題が無いか点

検・整備を行う。ま

た、実践的な教育を

行うため、現場で使

用している機器との

乖離が見られる場合

は購入を検討する。 

令和２年度に行った理学療法学科及び作

業療法学科のカリキュラム改定に伴い、

年次進行で必要となる実習機器の購入を

行う。また、令和４年度に行われる保健

看護学科のカリキュラム改正に伴い必要

となる実習機器の購入を行う。 

設置基準に必要な実習機器に加え、パソ

コン教室のパソコン、大講義室に大型モ

ニタを複数台設置するなど教育効果を高

める機器の設置を行った。 

Ａ 

 

２．教育研究環境に関する中期目標 

図書室の学習環境ならびに設置する蔵書を充実させ、学習環境の充実を行う。 

中期計画 令和４年度 事業計画 令和４年度 事業報告 評価 

自主的に学習に臨む

学生をサポートする

ため、専門分野に関

連した図書の購入を

行う。また蔵書検索

や無人貸出を行って

いる図書館システム

の見直しを行う。 

養成施設運営に必要な図書の他、各学科

からの要望に応じた図書の購入を行う。

また、情報検索用の端末の追加を行う。 

養成施設の基準に基づき、必要な種類の

図書を購入し図書室に設置した。 

Ａ 
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３．教育研究環境に関する中期目標 

全ての教室でＩＣＴを活用した講義（オンライン含む）が実施出来るよう環境整備を行う。 

中期計画 令和４年度 事業計画 令和４年度 事業報告 評価 

講義やレポート作成

の環境を整えるた

め、パソコン教室の

システムやソフトウ

ェアの整備を定期的

に行う。 

コロナ禍により、オンライン授業などに

対応するため、教室や控室へのＬＡＮ・

Ｗｉ－Ｆｉ環境の整備を行う。 

オンライン講義やネットワークを利用し

た講義に対応するため、学内の各教室の

通信環境の追加整備を実施した。また、セ

キュリティを高めるための機器の導入を

行った。 

Ａ 

 

 

Ⅸ．運営・財政基盤について 

１．財政状況の安定化に関する中期目標 

安定した学校運営を行うため、収入増加及び支出減少に必要な取り組みを行う。 

中期計画 令和４年度 事業計画 令和４年度 事業報告 評価 

①安定した学納金収

入を維持するため、

学生募集活動を強化

し、入学定員を確保

する。 

資料請求者やオープンキャンパス参加者

の分析を行い、適切な広報活動を行うこ

とで入学者の定員確保に努める。 

進学情報誌やホームページに本校の情報

を掲載し、資料請求者に対してオープン

キャンパスの参加を促すなど、志願者確

保に努めた。 

Ｂ 

②退学による収入減

少を抑えるため、担

任を中心とした学生

指導を取り組む。 

退学につながる状況を未然に防ぐため、

過去の退学者の傾向を分析し、在校生へ

の指導に役立てる取り組みを行う。 

担任を中心とした個別指導により、成績

不振などによる退学者減少の取り組みを

行ったが、目標とする退学率の減少には

至らなかった。 

Ｄ 

③人件費増加を抑制

するため、新規採用

時には各学科の年齢

構成ならびに専門分

野の配置を考慮し採

用を行う。適正な基

準(年齢構成)等を活

用する。 

各学科において配置する教員（専任・兼

任）について、適正な人数や年齢構成比

となるよう採用計画を作成し、計画に基

づく募集・採用を行う。 

保健看護学科において基準教員数を維持

するため、退職者に伴う教員の採用を行

った。また、採用に当たっては年齢構成

比を考慮した採用を行った。 

Ａ 

④削減可能な執行内

容や合理化可能な業

務がないか調査・検

討する。 

見積額の妥当性を検証するため方法や契

約内容の精査を行う。 

燃料費高騰によって上昇した光熱水費削

減のため、電力会社等の見直しを行った

が、多くの契約において現状維持となっ

た。 

Ｃ 
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２．情報発信力の強化に関する中期目標 

教育活動の内容や受験生が求める情報がネットによる媒体を通じて十分に発信されている状況を目指す。 

中期計画 令和４年度 事業計画 令和４年度 事業報告 評価 

①学内の活動状況を

分析し、ホームペー

ジ・ＳＮＳなど、メ

ディアごとの特徴を

踏まえ、効果的な情

報発信を定期的に行

う。 

広告掲載やホームページ・ＳＮＳなど、

メディアごとの反応状況を分析し、効果

的な情報発信方法に予算等を投じる。 

高校生をターゲットにした広報展開とし

て、Instagram や LINE 等 SNS を活用し、

情報の発信を行ったことで閲覧数も登録

者数も増加した。 

Ｓ 

※評価欄は各事業の達成度及び成果を自己評価したもの。 

Ｓ：目標以上の成果（105％～） Ａ：目標を達成（100～104％） Ｂ：目標をほぼ達成（90～99％） 

Ｃ：課題が残る（70～89％）   Ｄ：未達・未実施（～70％）  

 

 

主な行事予定 

4 月 4 日 入学式（新入生登校日） 

5 月 14 日 宣誓式（保健看護学科） 

5 月 21 日 全学科オープンキャンパス 

7 月 3 日 入試説明会 

7 月 9 日 岡山県専修学校スポーツ大会 

7 月 19 日～ 前期定期試験 

8 月 23 日 玉野市公開講座 

9 月 25 日 保護者懇談会 

9 月 21 日 後期授業開始 

10 月 15 日 特別入試、指定校推薦入試他 

10 月 28 日 優勇祭（学校祭） 

11 月 12 日 推薦入試Ⅰ期、ＡＯ入試他 

12 月 17 日 推薦入試Ⅱ期、社会人入試他 

1 月 28 日 一般入試Ⅰ期 

2 月 12 日 国家試験受検（看護師） 

2 月 18 日 一般入試Ⅱ期 

3 月 2 日 非常勤講師連絡会議、実習指導者連絡会議 

3 月 10 日 卒業証書授与式 

3 月 22 日 一般入試Ⅲ期 
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学生数・教職員数 

■在籍学生数 

 

■卒業者数等一覧 

（令和４年度） 

区分 

修了者・

卒業者 

満期退学 

就職希望者 

A 

就職者 

B 

就職率 

B/A 

進学者 

退学者・

除籍者 

休学者 

留年者 

※ 

学部 53 － 50 47 94% 1 35 2 4 

※修業年限を超えて在籍している学生数（令和 5 年 4 月 1日現在） 

 

主な就職先 

岡山大学病院,岡山旭東病院,岡山ろうさい病院,岡山赤十字病院,倉敷成人病センター,倉敷中央

病院,株式会社アール・ケア 

 

■教職員数 

 

 

  

（令和4年5月1日現在）

保健看護学科 40 41 160 149

理学療法学科 40 42 160 129

作業療法学科 40 26 160 92

計 120 109 480 370

介護福祉学科 （募集停止） － － －

計 （募集停止） － － －

120 109 480 370

（単位：人）

在学者数

医療専門課程

教育・社会福祉

専門課程

合　　　計

課程・学科名 入学定員 入学者数 収容定員

（令和4年5月1日現在）

校長 副校長 教員 教員　計 事務職員

（※副校長1名は教員兼任） （単位：人）

1 1 24 26 6
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財務関係 

■事業活動収支 

 

 

■財務改善に向けた取組 

収入面において、収容定員充足率がわずかに改善し収

支のバランスが改善しつつあります。さらに改善・安定

させるため、学生確保の取り組みを充実させ、学納金収

入を一定に維持させていきます。また、特に初年次の退

学者が増加したため、退学原因の分析と対応策を検討

し、退学率減少に努めます。 

支出面においては、高騰を続ける光熱水費の削減のた

め、契約の見直しを行いましたが期待する成果は得られ

ず、別途空調設備の温度設定など全学での節約を呼びか

ける取り組みを実施していきます。この他、実習にかか

る経費について、実習配置を検討するなど効率的な実施

に努めます。

 

 

■施設設備整備報告（抜粋） 

教育研究用機器の整備として、パソコン教室に設置しているパソコンの基本ＯＳが保守終了対象となっており、また

ハードウェアについても導入から一定の期間が経過しており、バージョンアップによる対応が困難となっていることか

ら本年度は約半数の台数をリプレースしました。この他、各教室のプロジェクタのリプレースを順次開始しています。

また、看護・助産実習のためのシミュレーター、リハビリ分野における牽引装置の追加・購入を行いました。 

主な装置・設備関係                                    （単位：千円） 

事業名 金額 

パソコン教室ＰＣ２５台リプレース 2,332 

大型モニタ４台 2,296 

プロジェクタ、スクリーン 1,469 

分娩監視装置シミュレーター 623 

牽引装置 869 

 

（単位：千円）

令和４年度

予算額

令和４年度

決算額

学 生 生 徒 等 納 付 金 412,890 402,929

経 常 費 等 補 助 金 50,000 49,546

そ の 他 収 入 8,150 6,395

計 471,040 458,870

人 件 費 291,746 291,019

教 育 研 究 経 費 114,977 112,637

管 理 経 費 43,180 36,866

そ の 他 支 出 0 70

計 449,903 440,592

21,137 18,278

収 受 取 利 息 等 0 1

支 借 入 金 利 息 等 0 0

0 1

21,137 18,279

収 資 産 売 却 差 額 等 0 0

支 資 産 処 分 差 額 等 0 0

0 0

21,137 18,279

△ 13,560 △ 8,395

7,577 9,884

　　　　　　　　　年度

　　科目

当年度収支差額

教

育

活

動

収

支

収

入

支

出

教育活動収支差額

教

活

外

教育活動外収支差額

経常収支差額

特

別

特別収支差額

基本金組入前収支差額

基本金組入額合計




